
　

日
本
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
を

迎
え
、
市
で
も
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
の

減
少
、
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
を
背
景

に
、
水
道
使
用
量
の
減
少
な
ど
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
普
及
率
は　

％
を
超
え
、

９９

ほ
ぼ
市
内
全
域
に
水
道
が
普
及
し
て
い
ま

す
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
し
た
水

道
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
施
設
の
大
規

模
な
更
新
が
必
要
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
災
害
時
や
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
水
道
施
設
の
機
能
強
化
と
そ
の
基
礎

と
な
る
経
営
基
盤
の
強
化
、
技
術
力
の
確

保
な
ど
が
課
題
と
な
り
、
今
後
の
水
道
事

業
運
営
は
一
段
と
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
適
切
に
対
処
し

て
い
く
た
め
に
、
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

環
境
や
将
来
の
見
通
し
を
総
合
的
に
分

析
、
評
価
し
た
上
で
、
中
長
期
的
な
財
政

収
支
見
通
し
に
基
づ
く
経
営
戦
略
を
策
定

し
、
そ
れ
を
計
画
的
に
実
行
し
て
い
く
こ

��������			





�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��
��
���
��
��
�
�

��
��
��
��
��
��
��
		



��
��



��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


��

������ �	
����������	
����

��
�
�
�
�
�
	

�
�


�
�



と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
平
成　

年
６
月
に
水
道
ビ
ジ
ョ

１６

ン
を
策
定
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
水
道

を
基
本
理
念
に
、
安
心
、
安
定
、
持
続
、

環
境
、
国
際
の
５
つ
の
施
策
課
題
に
関
す

る
目
標
を
掲
げ
、
水
道
関
係
者
が
互
い
に

役
割
を
分
担
し
な
が
ら
連
携
し
、
そ
の
実

現
に
取
り
組
む
た
め
の
、
重
点
的
な
施
策

課
題
と
具
体
的
な
施
策
と
方
策
、
工
程
な

ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
５
つ
の
施
策
課
題
に
関
す

る
目
標
と
新
岩
見
沢
市
総
合
計
画
に
掲
げ

る
、
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
信

頼
性
の
高
い
水
道
を
次
世
代
に
継
承
す
る

と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
供
給
し
続
け
る

た
め
、
水
道
事
業
運
営
に
関
す
る
今
後
の

長
期
的
な
方
向
性
を
確
立
し
、
こ
れ
を
達

成
す
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す

も
の
と
し
て
岩
見
沢
市
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
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本
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
で
は
、
は
じ
め
に

水
道
事
業
の
現
況
と
将
来
見
通
し
を
分

析
・
評
価
し
ま
し
た
。
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�
�
�
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市
の
水
道
事
業
の
課
題
を
踏
ま
え
、「
地
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評価結果現状分析項目項目

良好水質基準の適合状況

安心

現在進めている、施設の統廃合や桂沢水道企業団の浄
水場更新により改善予定異臭味被害の状況

良好水源の水質、水質事故の発生状況

十分な余裕がある浄水能力

良好貯水槽水道の指導等の状況、直結給水の推
進状況

布設替を推進中鉛製給水管の布設状況

減少傾向給水人口、給水量の見通し

安定

桂沢水道企業団が浄水場更新を検討中
供給能力の状況

有収率向上および漏水対策を強化中

良好水道の普及状況

整備開始段階効果的な水の融通が可能となる水運用機能
の強化

検討予定配水容量の拡大等による備蓄量の確保、給
水拠点の整備

対応中耐震化の進捗状況

策定済み地震、水害等の各種危機管理マニュアルの
策定

対応中応急給水体制、応急復旧体制

老朽化進行中老朽化施設の更新

持続

平成２２年度に市内の水道事業を統合済み事業の一体化

継続検討第三者委託制度の活用、近隣水道事業等と
の共同管理

現在は良好だが、中長期的に悪化する方向にある経営および財務の状況

情報提供の充実が課題お客さまサービス

今後の技術の伝承が課題技術の伝承

良好リサイクルの推進
環境

ポンプ場を廃止予定市内配水の省エネルギー化

未実施国際協力に貢献国際



域
を
支
え
る
持
続
可
能
な
水
道
‐
安
心
と

信
頼
を
未
来
へ
‐
」を
基
本
理
念
と
し
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
水
道
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信

頼
さ
れ
続
け
る
水
道
事
業
を
目
指
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
基
本
理
念
を
具
現
化
す
る
基

本
方
針
と
し
て
、
５
つ
の
項
目
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ　

年
後
の
目
標
を
示
し
ま

５０

し
た
。

�
　
　
　
　
　
　
�

　

ま
ず
は
こ
れ
か
ら　

年
、
平
成　

年
か

１０

２３

ら　

年
度
ま
で
の
計
画
期
間
内
に
達
成
す

３２
べ
き
具
体
的
な
実
現
方
策
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
中
で
、
前
期（
平
成

　

年
か
ら　

年
度
）、
後
期（
平
成　

年
か

２３

２７

２８

ら　

年
度
）で
取
り
組
む
べ
き
方
策
を
定

３２
め
、
水
道
事
業
の
着
実
な
進
行
を
目
指
し

ま
す
。

　

実
現
方
策
は
今
後
お
お
む
ね
５
年
ご
と

に
達
成
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
、
市
水
道
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

市
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

問
合
先　

市
水
道
部
水
道
課
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目標分類基本方針項目

良質な水道水を提供します
桂沢水道企業団等との協力

�水質管理体制の一層の
強化

�貯水槽の適正管理の促
進

�安全な水のお届け

安心

水質事故防止の取り組みに協力します

水道供給先の拡大を目指します

適正な給水量の確保 水道使用量を維持、増量します

水量の適正規模の検討や漏水防止に努めます

貯水槽の指導を継続します
お客さまサービスの向上

鉛製給水管をなくします

水道普及率１００％を目指しますお客さまサービスの向上
�基幹施設や重要管路等
の耐震化を推進

�災害に強い水道システ
ムを構築

安定

水運用機能を強化します現行事業の確実な実施

災害時用の飲料水を確保します

災害時対策の充実 主要水道施設の耐震化を継続します

災害発生時の応急復旧対策の充実を図ります

老朽施設の更新事業を確実に実施します現行事業の確実な実施

�経営の効率化と財務体
質の強化

�健全で効率的な事業運
営を推進

持続

事業統合について検討します桂沢水道企業団等との協力

第三者委託制度等を活用します
財政と技術の維持

水道財政の健全性を維持します

情報提供の充実とお客さまサービス向上に努めますお客さまサービスの向上

確実に技術を伝承します財政と技術の維持

１００％リサイクルの維持に努めます
環境への影響低減�資源リサイクルの推進

や省エネルギー化
環境

省エネルギー化を推進します

海外研修生の受け入れを目指します国際協力に貢献�研修生の受け入れ等で
国際協力に貢献国際
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　市は、配水管と水道メーターを所有しています。漏水などの影響で住宅へ給水ができなくなる前
に、おおむね４０年が過ぎ、古くなった配水管の改修工事を計画的に実施しています。また、水道
メーターの管理は個人の方が行うこととなりますが、８年に１度、市で無料で取り替えています。
　分水栓から住宅までの給水管は個人の財産となりますので、個人の方が管理する必要がありま
す。そのため、給水管等の新設、改修、撤去の費用は個人の方に負担していただくことになりま
す。年数が経過し、給水管が古くなると腐食による漏水や赤水等の濁水が発生する可能性が増し
ますので、改修工事の検討が必要です。

市は、４月１日から水道料金と下水道使用料の徴収などの業務を民間委託し、水道料金等お客さ
まサービスセンターとして業務を行っています。これにより、新たな取り組みを開始しています
のでお知らせします。

��������	
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　日中、仕事などで水道料金や下水道使用料を納入できない方のために、窓口開設時間を延長し
て　います。

��������	
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　不審者などへの注意を促すために、検針や集金などの外回りの業務中は、腕章を着用していま
　す。

��������	
���
　市民の皆さんにわかりやすいように、職員は統一した服装で窓口や検針などの業務を行ってい
　ます。

問合先　市水道部業務課

問合先　市水道料金等お客さまサービスセンター
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